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海洋医学・海洋医療創出に向けた連携体制
本研究では、元々農林海洋科学部が中⼼となり⾏っていた海洋研究の中で、ウイルスが⾚潮を
引き起こすプランクトンの細胞表⾯にある糖鎖を⾒分けて感染している可能性に着⽬し、この
ウイルスの働きを利⽤することで診断薬の創薬につながるのではないかと考えました。
現在は、これまで別のキャンパスで異なる研究をしていた
教員が医学部に集まり、⾼知県の浦ノ内湾を主なフィール
ドとして⾚潮プランクトン「ヘテロシグマ・アカシオ」と
そのウイルスの両者の関係性や感染メカニズムに関する研
究を⾏っています。引き続き各分野同⼠の連携を⾼めなが
ら、医療ニーズに基づいた研究活動を進めていきます。

海洋ウイルスを活⽤することで…

診断薬の創薬

期待できる成果

細胞が癌化すると、細胞の表⾯にある糖鎖が変化します。海洋ウイルスの
感染戦略をヒントにすることで、今後様々な疾患診断薬の創薬や海洋資源
を活⽤した疾患の診断技術の基盤構築が可能となり、将来的にはがんをは
じめとする疾病の早期診断技術等の開発が期待されます。
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⾼知⼤学では医学部と農林海洋科学部、海洋コア国際研究所が協同し、「海洋医学・海洋医療」
という新たな研究領域の創出に取り組んでいます。臨床医学と⾃然科学の基礎研究が連携し、さ
らに世界の３⼤海洋コア保管拠点である海洋コア国際研究所の知⾒を加えることで、⾼知⼤学独
⾃の先端研究の実現が可能となりました。
⾼知の強みである豊富な海洋資源を活かし、最先端の分析技術や異分野融合による新たな視点を
掛け合わせながら、これまで医学の世界で解決できなかった課題に挑みます。
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